
60歳～70歳までの就業者数

11.0％
（2022年３月末）

障がい者雇用率

2.31％
（2022年３月末）

女性役席者比率

21.8％
（2022年３月末）

育児休業取得者率

（2021年４月～2022年３月対象者）

男女とも

100％

株式情報  （2022年3月末）業績ハイライト（2022年3月期）

株主優待制度のご案内
毎年3月31日を基準日とし、当行株式を「1,000株以上かつ継続して1年
以上」保有されている株主さまは、保有株数と保有期間に応じた該当金
額相当の優待品等を掲載したカタログから、ご希望のコース（宿泊コー
ス、地元特産品コース、TSUBASA特産品コース、寄付コース）をお選
びいただきます。

保有期間
ご優待カタログ

継続して1年以上 継続して5年以上

保
有
株
数

10,000株以上 8,000円相当 10,000円相当

5,000株以上
10,000株未満 5,000円相当 8,000円相当

1,000株以上
5,000株未満 3,000円相当 5,000円相当

●宿泊コース
福島県内約250の宿泊施設で利用できる「福島県宿泊施設ご優待券」
●特産品コース
福島県復興支援通販サイト「うつくしま良品本舗」の人気商品の中から一品贈呈
●TSUBASAアライアンス共同企画特産品コース
TSUBASAアライアンスに参加する地方銀行5行（千葉銀行、第四北越フィナンシャルグ
ループ、中国銀行、伊予銀行、群馬銀行）の地元特産品の中から一品贈呈
●寄付コース
日本赤十字社福島県支部、福島県、ふくしまこども食堂ネットワークに優待特典相応額を寄付

⃝上場証券取引所 東京証券取引所市場第一部 （証券コード：8346）

⃝事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

⃝定時株主総会 毎事業年度終了後3カ月以内に開催

⃝配当基準日 期末配当：3月31日
中間配当：9月30日

⃝公告掲載方法 電子公告
（当行HP　https://www.tohobank.co.jp/）
ただし、電子公告による公告をすることができな
い場合は福島民報、福島民友、日本経済新聞に
掲載します。

とうほう通信
2022年3月期

すべてを地域のために

⃝財務ハイライト

⃝非財務ハイライト

当期純利益（単体）（億円）

貸出金残高

3兆7,436億円
前年同期比

1,208億円 減

自己資本比率

9.66％（連結）
前年同期比

0.37％ 増

コア業務純益（単体）（億円）

総預金残高

6兆2,235億円
前年同期比

839億円 増

金融再生法開示債権比率

1.30％
前年同期比

0.15％ 増

コア業務純益
業務粗利益から国債等債券関係損益を控除
し、人件費や物件費などの経費を差し引いた
銀行本来の業務から得られる利益

※譲渡性預金を含む※私募債を含む

2022年9月発行
東邦銀行 総合企画部 
広報・社会貢献課
〒960-8633 福島市大町3番25号
電話（024)523-3131 見やすく読みまちがえ

にくいユニバーサルデ
ザインフォントを採用
しています。
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皆さまには、日頃より東邦銀行グループをご利用、
お引き立ていただき厚く御礼申し上げます。また、新
型コロナウイルス感染症の影響を受けておられる皆さ
ま方に、心よりお見舞い申し上げます。

東日本大震災後から11年が経過する中、当行のお
預かりしている預金残高は６兆円に増加しており、地
域の皆さまから大きな期待と信頼をいただいている証
であると心から感謝しております。この大きな資金を
活かして地域に還元できる新たなビジネスを展開して
いくことが、これからの当行に求められている大きな
役割であると考えております。

こうした中で、お客さまに寄り添った伴走型の支援
を継続し、地域社会の成長に貢献するため、本年８月
にコンサルティング子会社「株式会社東邦コンサルテ
ィングパートナーズ」を設立（※）しました。 

お客さまと幅広い接点を持つ当行グループならでは
の力を発揮し、地域の架け橋として、多様なサービス
の提供と新たな価値の創造に努めてまいります。 

当行の目指すべき姿は、どれだけ地域社会に貢献す
る会社

4 4

になれるか、地域のお客さまファーストを徹底
していくことができるかだと認識しております。従業員
が真にお客さまのことを考え、お客さまから信頼して
いただけるような行動を継続できる企業文化を築いて
まいりますので、より一層のご支援、ご愛顧を賜りま
すようお願い申し上げます。 

株式会社東邦銀行
取締役頭取　佐藤　稔 1．地域経済・社会

■�「とうほうSDGsサポートサービス」の取扱い
　お客さまのSDGsへの取組みをお手伝いする
ため、2021年12月より「とうほうSDGsサポー
トサービス」の取り扱いを開始いたしました。
　お客さまのSDGsへの取組み状況の見える
化、SDGs宣言書の作成、そして、経営課題の
解決もサポートいたします。

2．高齢化

■㈱東邦コンサルティングパートナーズ設立
　事業承継支援、M&A支援を
主な事業とし、お客さまのよき
伴走者（パートナー）として、
コンサルティングサービスを提
供し、地域社会に頼られるコン
サルティング会社を目指します。

■信託を活用した相続関連商品の取扱い
　人生１００年時代の終
活サポートとして「相続」
に対する資産承継コンサ
ルティングや「介護や認
知症への備え」などにつ
いて信託機能を活用して
ご提案しています。

3．金融サービス
■�金融リテラシー向上支援
　資産運用セミナーの開催のほ
か、高校生を対象に将来設計を
テーマとした勉強会、小・中学
生向け金融教室など地域の金融
リテラシー向上に努めています。

トップメッセージ

「とうほうスマイル」

※サステナブルファイナンス
金融を通して、気候変動などの環境問題や地域格差解消に向けた新たな産
業の育成等の社会課題を解決し、持続可能な社会を実現する投融資。

4．ダイバーシティ

5．環境保全
■�環境分野サステナブルファイナンス目標の設定
　持続可能な社会の実現に向け、脱炭素社会への移行や新た
な産業・社会構造への転換を促すため、環境分野サステナブル
ファイナンス目標を設定しました。

■�従業員が輝く多様な働き方の推進
　女性やベテラン、チャ
レンジドの 職 員 が 活 躍
し、持続的成長を支える
組織風土の醸成に取組ん
でいます。特例子会社「と
うほうスマイル」では、
ハンディキャップのある
社員が高いスキルで活躍
しています。

地域社会に貢献する会社
4 4

へ ～地域と企業を支えるSDGsへの取組み～

2022年8月利用申込み社数100社達成

2021年度 金融教室等参加者 約900名

　2020年2月、東邦銀行グループでは、国連で採択されたSDGs（持続可能な開発目標）
の達成に向け、「とうほうSDGs宣言」を制定しました。地域が抱える様々な課題やその影響
を認識し、「地域経済・社会」、「高齢化」、「金融サービス」、「ダイバーシティ」、「環境保全」
の5つのテーマを重点領域と捉え、地域の課題解決に向けて取り組んでいます。

（※）10月４日開業予定

2030年度
環境分野

サステナブルファイナンス

目標 1兆円

2021/3

654
415

2021/9

728

486

2022/3

827

540

遺言信託申込件数・遺言書保管件数の推移
■ 遺言信託累計申込件数　  遺言書保管件数

■CO2排出量削減
　2030年度のCO2排出量を「2013
年度比50％削減」に向けて、取組ん
でいます。

2021年度実績

33.5％
（2013年度比）
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環境分野サステナブルファイナンス実績(2021年〜）
（億円）
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